


岩手・宮城・福島の中高生100人が製作したドキュメンタリー 

東北復幸祭＜環WA＞ in PARIS 
ーこどもたちが見つめた死・再生・未来ー 
2012年3月、東日本大震災から1年がたったいわき市に、福島・宮城・岩手3県の被災し
た中高生約100人が集まりました。復興の担い手を育てる「OECD東北スクール」のスタ
ートです。彼らに与えられたミッションは「2014年にパリから世界に向けて東北の魅力
をアピールすること」。自らのチームにつけた名前は「環」。大人と子ども、被災者と
非被災者、日本と海外が一つになる願いが込められています。復興期の東北を舞台に、
時間と空間を超えて団結し、悩みながら、もがきながら、チーム｢環｣がパリをめざして
前に進みます。2014年8月、２日間で15万人にお越しいただいた「東北復幸祭〈環
WA〉in PARIS」を成功させるまでの2年半の軌跡と奇跡を、自らの映像で綴ります。 

■OECD東北スクール　セルフドキュメンタリー班リーダー　佐藤洸希（湯本高校3年） 
今回、この映画を作るにあたって様々な人に取材をさせていただきました。私は福島で
漁業を中心に取材をしてきまし た。 原発事故で汚染された福島の海を仕事場にする漁業
関係者の姿を追ったドキュメンタリーを撮りました。 その過程で見えてきたのは、福島
の未来の光でした。 震災からすでに4年が経とうとしていますが、復興が実現するには
まだ時間がかかるのが現実です。 もしかすると復興を実現する過程で、なんでこんなに
頑張ってこんなに作業をしているんだ？という疑問が生まれてくるぐらいに時間がかか
るかもしれません。 そんな時に、その答えが見える映画を作りたいと思いました。 この
映画には、たくさんの人から見た東北の今が描かれています。この映画の通り、その疑
問の答えはひとつではありません。 映画を見た後、「あなたにとっての復興」が見つか
ればと思います。 

特別上映会 

日時；2014年12月11日　19時00分～21時00分（開場18 時45分） 
会場：Yahoo! JAPAN ミッドタウン・タワー 11Fセミナールーム 
　　（ミッドタウン・タワー2F 専用受付にて受付をいたします） 
　 　 東京都港区赤坂9-7-1　ミッドタウン・タワー　（最寄駅  六本木） 
定員：100名　 　 参加費；一般1,000円  高校生以下無料　 　  
申込：①http://urx.nu/eapR　の申込フォームより 
　　　②FAX　03-03-6862-6093  　or　oecd@kidsdoor.net  に　 
　　　　お名前、所属、連絡先をお知らせください。 

＜お問合せ＞こどもたちが見つめた　死・再生・未来　上映会実行委員会 
委員長　池田笙（OECD東北スクール　東京EP  大学1年）／　渡辺（キッズドア） 
東京都中央区日本橋小網町1－5日本橋小網町ハイツ304　 NPO法人キッズドア内 
email: oecd@kidsdoor.net　tel:03-6231-1029    fax:03-6862-6093 

特別上映会申込 

お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属　　　　　　　　　　 

連絡先（メールor携帯） 


